
 

 

 

        ハートフルひかり賞 

校長 中村真理 

オンライン授業で始まった2学期、感染拡大防止策をとりながら学校行事を進めた10月、

11 月。地域の皆様、保護者の皆様に温かいご支援ご協力を賜り、大きな事故もなく 12 月を

迎えられることに感謝申し上げます。 

 

「友達のよいところや頑張っていることを校長先生に教えてください。」11 月の朝会で、

全校児童に呼びかけました。校長室の入り口には、カードとポスト、鉛筆が置いてあります。

カードには「ハートフルひかり賞」と書いてあります。これは、友達のよさに目を向け、「ひ

かる行動」にスポットを当てる取り組みです。 

オリンピックの金メダルは、1 番の人にしか渡されません。誰でももらえるものではあり

ません。ですから、世界一という意味になって、他の人と比べて特別に優れていることを示

しているということになります。価値が高いのはいうまでもありません。 

「ハートフルひかり賞」は、この金メダルとは全く性質の違うものです。この賞は、他の

人よりすごいとか、優れているとか、他の人と比べるものではありません。光を掲げるよう

なその人がとった行動そのものに贈られます。 

松ぼっくりやどんぐりを使ってかわいらしいオブジェを作ってくれたきらり学級のお友

達がいます。そのオブジェは、今保健室に飾ってあります。体調の悪い友達に少しでも元気

を届けようという気持ちで作成したそうです。その行動は、間違いのない事実で、一人の友

達の行動が、人のためになったわけです。また、最初に私のところに届いたカードには、ク

ラスメイトが家庭学習ノートを何冊も終えたのを知り、自分も見習いたい、とありました。

一人の頑張りが友達のやる気につながったということです。 

そういう人がたくさんいても、一人しかいなくても、その行動の価値が下がったり上がっ

たりしません。その行動の価値そのものに違いなどないのです。 

つまり、「ハートフルひかり賞」は、金メダルとは反対にたくさん受賞すればするほど素晴

らしい、その分だけ加須南小がよくなっていることを教えてくれます。友達が受賞したら、

「ああ、また加須南小はよくなったのだな」そう考えてくれればいいなと思っています。何

度でも、繰り返し受賞してくれれば嬉しいし、子ども達がお互いによいところを見つける眼

が育ってくれることが嬉しいです。 

さて、もうすぐ冬休みです。終業式に渡される通知表には 2 学期のお子様の頑張りやよさ

が記してあります。家族からの「自信につながるほめ言葉」がクリスマスプレゼントやお年

玉よりも嬉しい、一番のプレゼントになりますよう願っています。 

加須南小学校 

学校だより 

令和３年 １２月号 



 

 

 

 

 

 

 

1２月の生活目標 

『 やさしい子になります。 』 

 

みんなが主役の運動会 

昨年同様、運動会は、コロナ感染及び熱中 

症対策で、時間や内容、参観人数の制限をし

て開催しました。今年の運 

動会テーマ「みなみっ子  

勝利にむかって 猪突猛進」 

のもと、一生懸命に活動す 

る子ども達の姿が、会場い 

っぱいに感動を与えてくれ 

ました。結果は、白組が優 

勝しました。 

最後に、高学年の鼓笛演 

奏で運動会を締めくくりま 

した。 

天候に恵まれた修学旅行 

泊を伴う校外行事が初めての６年生は、秩 

父方面に修学旅行に行きました。子ども達

は、川下りや鍾乳洞見学等、秩父ならではの

体験を楽しかった思い出としてあげていま

した。また、世界で１つの絵柄のトートバッ

クを作り、よいお土産になりました。 

部屋で一晩を過ごす友達との時間は、貴重

なものになりました。 

＜感染症予防の徹底を＞ 
 コロナウイルス対策で、朝の検温や体

調の確認を引き続きお願いします。 

（かぜ諸症状は出席停止になります。） 

 また、年末・年始も、「3 密を避ける」、

「マスク・消毒をする」等を徹底して、 

楽しい冬休みにしましょう。 

頑張った持久走記録会 

晴天の中、校内での記録会を行いました。 

走り続けることは大変ですが、どの子も順位

やタイムの目標をもって、 

頑張りました。 

保護者の皆様の温かい 

ご声援ありがとうござい 

ました。 


